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行
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て

群
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県
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ョ
ン

連
絡
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議
会

会
長
　
赤
　
沢
　
達
　
之

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

副
会
長
　
八
　
木
　
　
　
茂

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連

絡
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日

頃
地
域
に
お
い
て
主
治
医
と
の
密
接
な

連
携
の
も
と
に
看
護
や
介
護
を
必
要
と

す
る
人
達
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
頂
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
に
あ
た
り
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
は
「
予
防
」
「
痴
呆
」
「
地
域
」
と

い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
新

し
い
方
向
を
示
す
報
告
書
を
ま
と
め
ま

し
た
。

高
齢
者
の
健
康
を
保
ち
、
人
生
を
美

し
く
全
う
す
る
た
め
、
従
来
の
施
設
中

心
の
も
の
か
ら
在
宅
と
い
う
生
活
の
場
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第１号

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
５
年
が
過
ぎ
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
と

医
療
の
転
換
、
ま
た
、
新
た
に
介
護
予

防
の
た
め
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
在
宅
ケ
ア
に

果
た
す
訪
問
看
護
の
役
割
と
期
待
は

益
々
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
に
お
い
て
も
多
く
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
皆
様
が
在
宅
介
護
の
中
核
と

し
て
今
後
な
お
一
層
期
待
さ
れ
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

の
中
で
の
医
療
・
介
護
へ
と
移
っ
て
参

り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
役
割
は
ま
す
ま
す
増

え
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
覚
と
行
動

を
も
っ
て
県
民
の
医
療
と
看
護
・
介
護

に
専
門
性
を
生
か
し
て
御
尽
力
下
さ

い
。

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

副
会
長

中
　
里
　
貴
　
江

漸
く
こ
の
日
を
迎
え
る
事
が
出
来

て
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

広
報
担
当
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
日

常
の
業
務
も
多
忙
で
な
か
な
か
前
へ
進

ま
な
か
っ
た
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま

す
。
担
当
者
も
当
初
か
ら
現
在
の
担
当

に
変
わ
り
、
群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
の
前
身
だ
っ
た

「
太
陽
の
会
」
の
足
跡
も
ま
と
め
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
担
当
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
努
力
と
苦
労
が
ヒ
シ
ヒ

シ
と
伝
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
の
道
の
り
は
ま

だ
長
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
広
報
誌

が
群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連

絡
協
議
会
発
展
の
足
が
か
り
と
な
り
、

各
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
成
長
す

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
群

馬
県
民
の
生
活
の
糧
に
な
る
よ
う
な
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
を

目
指
し
、
私
も
副
会
長
と
し
て
努
力
を

重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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我
が
国
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
平

成
37
年
に
は
全
人
口
3.5
人
に
一
人
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
急
速
に
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
（
痴
呆
）
な
ど
の

高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、
所
謂
独

居
老
人
と
言
わ
れ
る
人
達
も
増
え
て
い

る
。
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
介
護
保
険

制
度
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
現
在
は
、
高

齢
者
介
護
に
つ
い
て
後
世
の
歴
史
家
が

す
ば
ら
し
い
制
度
で
あ
っ
た
と
判
断
す

る
か
、
高
齢
者
介
護
に
汚
点
を
残
し
た

制
度
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
か
の
生

き
証
人
と
し
て
働
く
我
々
が
あ
る
。

制
度
が
ど
う
あ
る
に
せ
よ
、
看
護
・

介
護
の
対
象
は
目
の
前
に
あ
る
。
そ
の

仕
事
を
機
械
に
ま
か
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
目
の
前
の
対
象
を
社
会
保
障

の
対
象
と
し
て
見
る
の
で
な
く
、
肉
体

的
、
社
会
的
弱
者
と
い
う
目
で
見
る
の

で
も
な
く
、
そ
の
人
な
り
の
時
代
と
歴

史
を
背
負
っ
て
生
き
て
き
た
、
我
々
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

わ
ず
か
４
つ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
者
の
集
ま
り
か
ら
始
ま
っ
た
太
陽
の

会
で
す
が
、
こ
の
12
年
間
で
100
に
及
ぶ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
連
絡
協
議
会

と
な
り
、
活
動
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
16
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
集
ま
っ
て
活
動
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

活
動
は
あ
ま
り
活
発
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
出
席
率
は
70
―
80
％
く
ら
い
で

す
。
最
初
は
病
院
併
設
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
会
場
を
持
ち
回
り
で
行
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
き
ら
く
な

家
を
会
場
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
頃

の
業
務
の
中
で
、
管
理
者
と
し
て
困
っ

て
い
る
こ
と
や
、
最
新
情
報
、
介
護
保

険
の
中
で
の
問
題
点
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

運
営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
っ

生
業
（
な
り
わ
い
）
を
考
え
る

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

世
話
人

鈴
　
木
　
憲
　
一

人
生
の
先
輩
の
人
間
と
し
て
見
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。「
み
て

あ
げ
る
」
の
で
は
な
く
「
み
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
」
と
い
う
心
構
え
が
、
後
世

の
歴
史
家
に
批
判
を
与
え
る
余
地
を
つ

く
ら
せ
な
い
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。最

近
、
節
分
ご
と
に
歳
を
重
ね
る
自

分
を
思
う
と
、
や
が
て
い
つ
か
は
、
と

思
う
よ
う
に
も
な
る
。
ど
の
よ
う
な
制

度
で
あ
っ
て
も
、
口
を
あ
い
て
い
れ
ば

御
馳
走
が
入
っ
て
く
る
制
度
な
ど
な

い
。
地
道
な
実
績
が
よ
り
よ
い
制
度
を

作
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
そ
の
作
業
を

我
々
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
な
く

し
て
、
い
い
仕
事
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
医
療
・
介

護
に
限
っ
た
こ
と
で
な
い
。
個
人
の
生

き
ざ
ま
に
も
関
係
す
る
と
思
う
。
だ
か

ら
、
月
並
み
で
は
あ
る
が
、
元
気
な
間

は
〝
頑
張
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
〞
と
い

う
合
言
葉
が
似
合
う
職
業
が
我
々
の
仕

事
で
あ
る
と
思
う
今
日
昨
日
で
あ
る
。

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ
研
修
会
の

形
で
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
、
呼
吸
器
管
理
、

地
域
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
勉
強
会
を
行
な

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
記
　
櫛
谷
）

西
支
部
で
は
現
在
、
二
十
四
箇
所
の

事
業
所
が
参
加
し
隔
月
、
第
三
木
曜
日

に
黒
沢
病
院
さ
ん
の
研
修
棟
を
お
借
り

し
て
、
支
部
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
活
動
状
況
は
、
日
頃
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
上
で
の
悩

み
や
、
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
収

益
や
運
営
に
つ
い
て
等
、
何
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
な
が
ら
、
今
後
の
活
動
の
幅
を
広

げ
る
為
に
、
研
修
会
と
し
て
「
痛
み
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
」
と
題
し
て

東
支
部

（
伊
勢
崎
・
桐
生
地
区
）

役
員
　
中
里
・
尾
花

西
支
部

（
高
崎
・
富
岡
・
安
中
地
区
）

役
員
　
岡
田
・
神
戸
・
須
藤
・
柳
原

活活
動動
報報
告告
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２
回
程
計
画
実
施
し
ま
し
た
。
忙
し
い

業
務
の
間
を
や
り
く
り
し
て
、
皆
様
参

加
さ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

（
記
　
岡
田
）

南
支
部
は
12
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
集

ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
偶
数
月
に
支

部
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
行
い
・
本
部
会

の
報
告
・
地
域
勉
強
会
報
告
・
南
支
部

勉
強
会
に
つ
い
て
・
情
報
交
換
等
を
中

心
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
太
田
市
指
定
サ
ー
ビ
ス
連

絡
協
議
会
・
館
林
医
師
会
等
の
勉
強
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
し
、
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
南
支

部
主
催
の
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
南
支
部

の
会
員
の
希
望
に
て
決
定
す
る
こ
と
に

し
、
年
１
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
記
　
世
鳥
山
）

北
支
部
で
は
約
20
箇
所
の
事
業
所
が

参
加
し
、
偶
数
月
の
第
３
木
曜
日
に
看

護
協
会
の
研
修
室
を
お
借
り
し
て
、
支

部
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
昨
年
の
研
修

内
容
は
栄
養
療
法
、
鼻
マ
ス
ク
に
よ
る

陽
圧
換
気
療
法
、
口
腔
ケ
ア
、
呼
吸
リ

ハ
、
事
例
検
討
（
４
例
）
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
業
務
の
中
で
、
管
理
者
と
し
て

困
っ
て
い
る
事
。
介
護
保
険
の
最
新
情

報
な
ど
、
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。
各

管
理
者
は
忙
し
い
中
、
研
修
会
に
参
加

さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
有
意
義

に
時
間
を
持
て
る
様
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
北
支
部
全
訪
問
看
護

北
支
部
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
に
根
ざ

し
、
在
宅
の
医
療
と
福
祉
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
訪
問
看
護
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
記
　
関
根
）

南
支
部

（
太
田
・
館
林
地
区
）

役
員
　
岡
ノ
谷
・
世
鳥
山

北
支
部

（
前
橋
・
渋
川
・
沼
田
・

吾
妻
地
区
）

役
員
　
岡
根
・
細
井

第
１
回

日
時

平
成
16
年
10
月
30
日
g
15：

00

場
所

群
馬
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

２
階
　
大
ホ
ー
ル

研
修
内
容

演
題
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
課

題
と
今
後
の
あ
り
方
」

講
師
　
厚
生
労
働
省
老
健
局
老
人
保
健

課
看
護
専
門
官

島
田
陽
子
先
生

第
２
回

日
時

平
成
16
年
12
月
11
日
g
14：

00

場
所

群
馬
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

４
階
　
小
会
議
室

研
修
内
容

(1)

褥
瘡
の
治
療
と
ケ
ア
（
Ｖ
Ｔ
Ｒ
）

(2)

呼
吸
管
理

講
師
　
帝
人
在
宅
医
療
東
日
本
㈱

根
岸
　
愛
様
（
呼
吸
療
法
士
）

第
３
回

（
在
宅
医
療
推
進
の
た
め
の
実
地
研

修
会：

県
医
師
会
と
共
催
）

日
時

平
成
17
年
１
月
８
日
g
15：

00

場
所

群
馬
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

２
階
　
大
ホ
ー
ル

研
修
内
容

演
題
「
痴
呆
ケ
ア
に
お
い
て
知
っ
て
お

く
べ
き
基
礎
知
識
」

講
師
　
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
包
括

診
療
部
長

遠
藤
英
俊
先
生

第
４
回

日
時

平
成
17
年
１
月
15
日
g
15：

00

場
所

群
馬
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

２
階
　
大
ホ
ー
ル

研
修
内
容

演
題
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
診
療
の
実
際
」

講
師
　
群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
　
高
次
機
能
統
御
系
脳
神
経

病
態
制
御
学
講
座
　
脳
神
経
内

科
学
教
授

岡
本
幸
市
先
生

研研研研

修修修修

会会会会
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訪
問
看
護
と
い
う
仕
事
の
礎
と
も
な

る
太
陽
の
会
の
冊
子
が
出
来
上
が
り
、

過
去
の
人
々
の
思
い
や
今
日
に
い
た
る

ご
苦
労
な
ど
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
高

齢
化
社
会
の
中
で
益
々
在
宅
医
療
・
福

祉
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
。
群
馬
県
内
の

訪
問
看
護
に
携
わ
る
看
護
師
が
周
囲
の

情
報
を
得
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
「
私
達

に
任
せ
て
」
と
胸
を
は
れ
る
よ
う
前
進

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
連
絡
協
議
会
の
広
報
誌
が
い
ろ
い

ろ
な
人
の
目
に
と
ま
る
こ
と
に
よ
り
活

動
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
励
み

に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

広
報
担
当
　
　
猿
谷

編
集
後
記

今
回
で
８
回
目
の
開
催
に
な
る
新
年

交
流
会
が
平
成
17
年
１
月
29
日
（
土
）、

前
橋
市
の
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
55

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。例

年
ど
お
り
中
里
副
会
長
の
名
司
会

の
も
と
、
日
頃
の
多
忙
な
業
務
を
し
ば

し
忘
れ
、
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な
が

ら
、
福
引
大
会
や
お
し
ゃ
べ
り
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
是
非
と
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

平
成
16
年
度
新
年
交
流
会

ゲームの景品の数々、右は名司会の中里さん

ジャンケンゲームで盛り上がる！


